
オンデマンド配信期間　～10月17日日

参加登録は

こちらから

参加費　会　員  5,000円
　　　　非会員  6,000円



9月18日土 9月19日日
A会場

B会場

B会場

本人の望む EOLC の実現のための
専門的な知識と援助の実際

生きがいについて

救急現場では DNAR か、ACP か？

講　師：大木　正隆（東京工科大学医療保健学部看護学科）
　　　　梶井　文子（東京慈恵会医科大学大学院医学研究科看護学専

攻／医学部看護学科 老年看護学）
司　会：未定

講演者：蘆野　吉和（社会医療法人 北斗 地域包括ケア推進センター）
座　長：小森　栄作（医療法人ザイタック　ももたろう往診クリニック）

講　師：瀬浪　正樹（広島県厚生農業協同組合連合会 尾道総合病院）
演　者：浅野　　直（医療法人サンズ　あさのクリニック）
　　　　實金　　健（岡山赤十字病院救急部・救命救急センター）
　　　　松本　友子（社会福祉法人敬友会 敬友会本部教育研修部）
座　長：野々木　宏（大阪青山大学健康科学部、日本蘇生協議会、静

岡県立大学薬学部）
　　　　八尾みどり（園田学園女子大学人間看護学科）

講　師：本村　昌文（岡山大学社会文化科学研究科ヘルスシステム統
合科学研究科）

演　者：小野真由美（ノートルダム清心女子大学文学部英語英文学科）
　　　　石川　裕子（鞆の浦さくらホーム）

講　師：安藤　泰至（鳥取大学医学部 保健学科）
座　長：浅見　　洋（石川県西田幾多郎記念哲学館／石川県立看護大学）

演　者：有江　文栄（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター）
　　　　足立　智孝（亀田医療大学）

◆  開会宣言

◆  専門委員会企画

◆  基調講演

◆  シンポジウム 1

A会場

全人的ケアを誰が担うのか？
講　師：加藤　眞三（慶應義塾大学 看護医療学部）
座　長：足立　智孝（亀田医療大学）

行政が ACP に取り組んで
演　者：榛葉　　馨（掛川市健康福祉部健康医療課地域医療推進室）
　　　　七野奈美喜（石川県かほく市役所健康福祉部長寿介護課）
　　　　元女貴久乃（石川県かほく市役所健康福祉部長寿介護課　

かほく市高齢者支援センター）
　　　　小藤　則裕（岡山市保健福祉局　医療政策推進課）
座　長：福井　貴弘（岡山市保健福祉局）

認知症の人と家族のための EOLC コミュニケーション
演　者：片山　禎夫（片山内科クリニック）
　　　　安藤　光徳（認知症の人と家族の会 岡山県支部）
　　　　伊東美佐江（山口大学大学院 看護学専攻）
座　長：松本　啓子（香川大学医学部看護学科 ）

◆  特別講演１

◆  シンポジウム３

◆  ワークショップ

コロナ禍でも過ごしたい場所で過ごしたい人と
～医師として息子として ACP を考える～

演　者 :秋山　正子（認定 NPO 法人マギーズ東京、㈱ケアーズ・白十
字訪問看護ステーション）

　　　　古屋　　聡（山梨市立牧丘病院）
座　長 :片山　陽子（香川県立保健医療大学 在宅看護学）

呼吸器疾患の緩和ケア･エンドオブライフケア
～非がん性呼吸器疾患と肺炎、COVID-19に焦点を当てて～
講　師：平原佐斗司（梶原診療所在宅総合ケアセンター）
座　長：未定

在宅医療における人生会議の実践
講　師：永井　康徳（医療法人ゆうの森）
座　長：加藤　恒夫（かとう内科並木通り診療所）

医療コミュニケーションのための行動経済学

講　師：平井　　啓（大阪大学 大学院 人間科学研究科）
座　長：長江　弘子（東京女子医科大学 老年看護学）

◆  意思表明委員会企画

◆  教育講演２

◆  教育講演３

◆  特別講演２

老い・看取り・死をめぐる
「迷惑をかけたくない」という思いについて考える

「よい死」を目指すのはよいことなのか

研究者の倫理
～適正かつ誠実な研究活動を目指して～

◆  シンポジウム２

◆  教育講演１

◆  倫理委員会企画

市民公開講座

映画「痛くない死に方」と

　　「けったいな町医者」の

　　　公開でわかったこと

講演者：長尾　和弘

その他のセッション
● 優秀演題発表
● 一般演題
● 共催セミナー
● 委員会企画（広報委員会）

  「大切な人へのエンディングストーリー」（医療法人社団裕和会理事長　長尾クリニック）


